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〈 基本語 改訂 委員会企画 〉

一

JACET 基本語（改訂 4 版）に つ い て

JACET 　WORD 　LIST （FOURTH 　EDITION ）

JACET 基本語改訂 委員会

　 O 報告者 ；村 田　年 （委 員長）

　 　　 　　 　 石 川慎
一

郎 （委員 ）

　　　　　　 上 村　俊彦 （委員〉

　　　　　　 投野 由紀夫 （委員）

　　　　　　 望 月　 正 道 （委員）

　JACET で は 、か ねて 懸案で あ っ た在来の 「JACET 基 本語彙 4000」 の 改訂 に 着手 し、公

募に応 じた会員有志 に よ っ て 2000 年春以来、そ の 作業が進 め られ て きた 。

一
切 の 連 絡や討

議は 、小委員会別や全体の メ
ー

リ ン グ リス ト、専用の ホーム ペ ージ を駆使 して 行 われ た こ

とも新 し い 経験で あ っ た 。
「21 世紀 の 英語教育

一
新た なる挑戦」 の 一

環 として 、 進 行 の 概

要 を報告す る 。

1 ．企画の 経緯 と先 行研究

　中学高校 で 学 習す べ き語彙数は学習指導要領の 改訂 の たび に減少 し、そ の 中で 必 修 語の

指定 は事 実上無 い に等 しい まで の 数 にな っ た。効 率 よ い 学習の た め に 、そ の 目安 に な る語

彙表の 持 つ 意義は 大 きい 。近年 、プ ロ シ
ー

ド5000 、北大語彙表約 7000、ア ル ク SVL 　12000

な どが相次い で わが 国の 学習者用 に発 表され 、片や海外 で は British　National　Corpus な

ど、億 を超 える 規模 の コ
ーパ ス を基 に した各種 の 用 語資料 も出現 す るに 至 っ た 。 原 資料 か

ら用語 を切 り出 し 、 計測 し 、 整 理す る技術 も向上 して 、辞 書編纂に もそ の 成 果 が 広 く活用

され て い る 。 今 回 の 改訂 に 当た っ て は 、 それ らの 事実 を充 分に 踏ま え、現状 に即 した 対応

が取 られた 。

2 ，改訂の 要 点

　前 3 版 との 根 本的相違 点は 、全 面的 コ ン ピ ュ
ータ処理化 に ともな う変化 で あ る。機械処

理 の 大 原則 で あ る
一

語
一

意 の 制約 か ら 、 同綴 り語 に番 号 を付 し て 区別す る こ とや 、英米語

の 綴 りの 差 を部分的 に括弧 を挿 入 し て 表示す る な ど の 便法が消 え た 。 ま た 、大学で の 2 年

間 の 課 程修 了 ま で の 語 彙 と され て い た もの に 、 さらに そ の 後の 方向性 を 与 え るた め に 採録

語数 が 大 き く増 え る こ ととな っ た D こ れ は 、近 年 とみ に大 規模 コ
ー パ ス が 充実 し、それ ら

を参照 して 広範囲の 統計的根拠 が 得やす くな っ た こ とにも よ っ て い る。書 き言葉 に と どま

らず、話 し言葉 の 特徴的傾 向 も反 映 した もの となっ た。

一 244 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

9 月 15 日 （土 ）　シ ン ポ ジ ウ ム 2 第 2室 （新館一752 ）

3 ．資料の 選択 と収集

　改訂作業 にお ける語彙出現頻度の 意義 と 、 今回準備 した参照資料の 特徴に っ い て概観す

る 。 資料 の 元 デー タとな っ たの は 、 （1） 日常 、 見た り聞い た りする 頻度の 高い
一
般 英 語 （映

画、新 聞、雑 誌）　 （2）英語 の 学習教材や 試験 問題 （英語教科書、大 学教養 レ ベ ル の 教材 、

入 試等）　（3）専門分野の 語彙 （百科事典、科学雑誌 の 大項 目や 記事）　 （4）口語英語デ ー
タ

（番組 ス ク リプ ト、英語 の ピーチや デ ィ ベ ー ト他） 等 で あ っ た 。 著作権 に配 意 し つ つ 、こ

れ ら の さま ざま な分野 の 資料収集 の 経緯 と、 コ ン ピ ュ
ータ解析 の ための 予備 作業に つ い て

も言及 す る 。

4 ．資料の吟味 とデータ処 理

　今回の 語彙 リ ス ト作成 で は コ ン ピ ュ
ータに よ る 自然言 語処 理技術 を可 能 な限 り導入 して 、

人手 に よる リス トの 改訂作業をサ ポー トす る基礎 資料 を十分に作 る こ とを 目指 して い る 。

具体的に は、British　Nationa王Corpus の 見出 し語化 リス トをべ 一ス に、日本 の 英語 教育環

境 を考慮 して 選択作成 され た種 々 の 言語 コ
ーパ ス に 品詞 タ グ付与、見 出 し語化 などの 言語

的情報を付加 した もの か ら語彙 リス トを抽出、それ を用い て BNC 　 listを補正 す る方向で

進め た
。

5 ．語彙の選 択 と配 列

　既存語 彙表 の 検討作 業で は 、新基本 語選 定 に あた り、Klgariff に よる BNC レ マ
・リス ト

と比 較検討作業 を行 う既存 の 語彙表 の 選択お よびそ の 電子 化作業 を行 っ た 。 既存語 彙表 の

選択 は、英 英辞 典定義語彙 、 英英辞典頻度情報 、英和辞典 重要語 情報 、EFL 学習 者用 リス

ト、ア カ デ ミ ッ ク語彙 リス ト、ア メ リカ 教育語彙の 6 つ の 分野 か らそれ ぞれ 2 〜4 の リス ト

を選 び 、計 15 を既存語彙表 と した。次 の 作業 と して 、15 の 既存語 彙表 を コ ン ピ ュ
ー

タ に入

力 して 電子化 し、そ の 点検 作 業を行 っ た。 こ れ らか ら得た 頻度情報 を機軸 と して 、わ が 国

の 現状に即 した 最適化が 図 られ 、
1000 語刻み の 配列 とな っ た、

6 ．語 彙表の 吟味 と展開

　学習の 目安 となる べ き語 彙表は 、本来、学習者個 々 の 目標や 現在 の 到達度に よ っ て 異な

る性質の もの で あ る。 また 、好ん で 用 い られ る語 や 、消 えて ゆ く語 の 様 相 も、近年 特 に 変

化が激 し い
。 全て をカ バ ー しよ うとすれ ば、全て か ら遠 くな らざるを得 ない 矛盾 の 中で 、

この 表の 限界 と有効性、こ れ を基盤 に した各種の 有望な展開に つ い て 考察する 。
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